
３０００万人署名で 憲法改悪ストップ

２０１８年は平和な年に！ 多くの方々

の願いです。

戦後、日本は「２度と戦争しない」と

いう道を選びました。憲法９条は、対話

による紛争解決の道を示し、「戦力をも

たない」と決めました。その徹底した平

和主義は、世界の宝です。

ところが、安倍首相は憲法９条を壊そ

うとしています。平和を守り、９条を子

や孫たちの未来につなぐために、「安倍

９条改憲ＮＯ！憲法を生かす全国統一署

名」（３０００万人署名）が全国で取り

組まれています。「戦争はイヤ」という

あなたの思いを、ぜひお寄せください。
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暗闇の先に輝く光をしっかり見つめよう
彦坂 諦

まだ１４歳のころ、そして、旧「大日本帝国」の植民地であり、中国が奪回したとはい

うものの、国民党軍と共産党軍との内戦がつづいていて統一政府が樹立されていなかった

ころの大連市に、現地の中国人たちが自主的に樹立した「大連市政府」が民族教育重視の

政策をとったおかげでつくられた、日本人が日本人の教師によって日本語で教育を受ける

ことのできる「日僑学校」の中等部３年生であったわたしが、合唱曲として歌ったていた

曲の歌詞を、いまなお、はっきりとおぼえています。

日本語では「希望のささやき」でしたが、原曲のタイトルは「ささやく希望(Whisper-

ing Hope）」でした。賛美歌ではないのですが、それに相当するゴスペルのひとつです。

わたしの直訳によって、その歌詞の一部を記します。

天使のようにやわらかに、

きこえないおしえをそっとつぶやきながら、

希望は、やさしく確信をこめて、

なぐさめのことばをささやく：

まちなさい、闇がはれるまで、

まちなさい、嵐がすぎるまで、

のぞみなさい、明日は光がかがやくことを、

嵐がすぎたあとに。（中略）

そして、夜闇がわたしたちをおおったとき、

こころがうちしずむほかないときに、

まっくらな深夜がすぎれば、

朝の光がまちかまえていないだろうか。

このあたらしいとしが、光につつまれた平和なとしになることを、こころからねがいま

す。しかし、現実には、暗闇がますます深くたちこめてきそうなけはいです。

こういうときこそ、暗闇の先にかがやくであろう光をしっかと見つめつつ、このいま、

なすべきこと、なしうることを、なしとげていこうではありませんか。

「リテラシー」とは、読みとる力です。洪水のようになだれこんでくる情報の真実を正

確に読みとる力が、なによりもたいせつになっています。「公正中立」なニュースにまど

わされずに、だれが真の加害者なのかを自力で読みとく力をやしなおうではありませんか。
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投稿
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２０１７年１２月９日 月刊千葉ニュータウンより
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編
集
日
誌

▼
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
が
平
和
な
年
で
あ
る
よ
う
願
わ
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
憲
法
第
12
条
に
は
、

「
こ
の
憲
法
が
国
民
に
保
障
す
る
自
由
及

び
権
利
は
、
国
民
の
不
断
の
努
力
に
よ
つ

て
、
こ
れ
を
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

と
あ
り
ま
す
。
い
ま
こ
そ
、
私
た
ち
の
い
っ

そ
う
の
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

痛
感
し
ま
す
。

▼
安
倍
首
相
は
４
日
、
年
頭
記
者
会
見
で

「
憲
法
の
あ
る
べ
き
姿
を
国
民
に
し
っ
か

り
提
示
し
、
憲
法
改
正
に
向
け
た
議
論
を

い
っ
そ
う
深
め
て
い
く
」
と
述
べ
、
あ
ら

た
め
て
改
憲
案
の
国
会
提
出
、
改
憲
発
議

へ
の
執
念
を
示
し
ま
し
た
。
「
戦
争
す
る

国
」
づ
く
り
に
反
対
し
「
平
和
を
守
れ
」

「
９
条
守
れ
」
の
草
の
根
の
声
に
対
す
る

挑
戦
で
す
。
い
よ
い
よ
憲
法
９
条
を
め
ぐ

る
激
突
の
年
明
け
と
な
り
ま
し
た
。

▼
日
本
世
論
調
査
会
の
調
査
で
は
。
９
条

改
憲
に
つ
い
て
「
必
要
な
い
」
が
53
％
、

安
倍
首
相
の
も
と
で
の
改
憲
に
つ
い
て

「
反
対
」
が
53
％
と
い
ず
れ
も
過
半
数
、

国
会
で
の
改
憲
論
議
に
つ
い
て
「
急
ぐ
必

要
は
な
い
」
が
67
％
と
な
っ
て
い
ま
す

（
東
京
新
聞
３
日
付
）
。
市
民
と
野
党
の

共
闘
で
、
「
平
和
を
守
れ
」
「
９
条
守
れ
」

の
世
論
を
大
き
く
広
げ
る
こ
と
が
、
改
憲

の
発
議
を
阻
む
確
か
な
力
で
す
。

１月５日 東京新聞より


